
 

 

 

 

歴史講座「写された中世文書を解読する」を開催します 

標題の講座を開催しますので、県民のみなさまに周知するため、ぜひ取材いただきますようお願いいたします。 

１ 趣旨 

 歴史の研究に欠かせない素材である古文書。もちろんその原本をじっくりと分析することが大切ですが、長い

年月の経過により現在に伝わる古文書は一握りです。しかし、原本が失われた古文書も、写しとして現代に伝わ

っているものがあります。 

 この講座では写しとして鳥取県に伝わった古文書を紹介し、中世文書を解読するためのノウハウを学びます。 

 

２ 主催 

 鳥取県立博物館 

 

３ 開催日時・人数 

令和４年１月９日（日）午後２時から午後３時３０分まで 一般２０名まで 

 

４ 予約 

要申し込み（１２月２３日（木）から受付（定員になり次第締め切り）、０８５７－２６―８０４４まで） 

 

５ 会場 

鳥取県立博物館２階会議室 

 

６ 参加費 

無料 

 

７ 講座内容 

・テキストの概説（『日野郡史』・『因幡志』などに収録されている古文書写） 

・読解の演習 

・文書の実見 

 

８ コロナ対策 

三密状態を避け、講師・参加者ともにマスク等を着用して講座を行う 

 

９ 問い合わせ先 

  県立博物館学芸課 人文担当学芸員 山本 隆一朗  

電話 ０８５７－２６－８０４４ 

資 料 提 供 

令和３年１２月２２日 

担当課 

（担当者） 

県立博物館 

（山本 隆一朗） 

電 話 ０８５７－２６－８０４４ 



 


